
     

  

 

気候変動を踏まえた都市浸水対策に関する検討会 

設置趣旨（案） 

 

 近年、都市化の進展等に伴う浸透面積の減少により、雨水の流出量が増え、河川や

下水道にかかる負担が増加していることに加え、気候変動の影響等により、大雨等が

頻発し、内水氾濫が発生するリスクが増大している。 

 令和元年台風第 19 号においては、河川の氾濫等による被災とともに、全国 15都県

140 市区町村において内水氾濫による浸水被害が発生した。併せて、下水道施設その

ものも被災し、市民生活に多大な影響を与えることになった。 

 こうした中、本年 10 月、国土交通省水管理・国土保全局に設置された「気候変動

を踏まえた治水計画に係る技術検討会」において、「気候変動を踏まえた治水計画の

あり方 提言」がとりまとめられた。国土交通省では、提言を踏まえ、気候変動による

降雨量の増加を反映した治水対策に転換するための具体的な方策について検討を速

やかに進め、全力を挙げて、防災・減災対策に取り組んでいくこととしたところであ

る。 

 そこで、これまでの下水道による都市浸水対策の取組を踏まえつつ、気候変動の影

響等を考慮した取組を推進するため、気候変動を踏まえた下水道による浸水対策等に

ついて議論を深めることを目的として、本検討会を設置するものである。 
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